
小特集 都市の産業とアクティビティ [研究報告]

１. はじめに

福岡市では､ 都市計画や再開発の波にもまれ､ ま

ちなかの路地の多くが失われてきた｡ 路地は､ 土地

の有効活用が難しく､ 火災や震災など災害時の対応

に支障があるなど多くの問題を抱えているのは確か

だ｡

一方で､ 路地を評価する動きも見受けられる｡ 路

地の観光資源としての役割に注目し､ まち歩きでそ

の土地の歴史や文化にふれ楽しむなど､ ここ福岡市

においても路地ブームがおこりつつある｡ 路地には

人間味あるあたたかいコミュニティがある｡ 商店街

の狭い道に並ぶ店舗のにぎわい､ 子どもたちの遊び

場､ 住民たちの井戸端会議の場など､ 路地は私たち

の生活に何かしらのつながりをもった空間である｡

ところで､ 地域発展の過程の目印として３つの�

の理論が､ アメリカの都市経済学者リチャード・フ

ロリダによって提唱されている｡ ３つの�とはす

なわち､ ��������	
(技術・ハイテク産業)､ ������

(才能)､ ����
����(寛容) である｡ リチャード･フ

ロリダは､ この３つの�要因と経済成長の間の関

係性と､ ３つの�同士の間の関係性を統計分析に

より検討している｡ そして､ ３つの�を結合した

ものを ｢総合クリエイティビティ指数｣１) として､

クリエイティビティ指数が高い地域は､ 主要な､ な

いしは新興のクリエイティブ中心地であるとした｡

これからの都市の成長は､ クリエイティブ・クラス

の集中度にかかっているという｡

リチャード・フロリダは､ クリエイティブ・クラ

スを､ 価値を新しく作り出す人としている (表１)｡

クリエイティブ・クラスは､ 科学者やエンジニア､

デザイナー､ アーティストからハイテク､ ��､ 金融

法律､ 医療といった専門職までを指す｡ クリエイティ

ブ・クラスによる ｢価値の創造｣ が都市のにぎわい

をもたらす｡

本稿では路地のまちとして大名地区を取り上げ､

路地とクリエイティビティとの関連性について考察
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路地に集積するクリエイティビティの考察
路地のスケール感がまちの活性化を加速する

吉良 幸生 ����������

(財)福岡アジア都市研究所 平成20年度市民研究員 (吉良総合研究所 代表)

要旨：路地はその価値を見出されぬまま､ 都市計画や再開発の流れの中でその多くが失われてきた｡ 近年､ 全国各地

でにぎわい創出やヒューマンスケールをキーワードに､ あらためて路地の価値を確認､ 路地を活用しようとする動き

が盛んになってきている｡ 福岡市の商業・ビジネスの中心である博多地区や天神地区には､ 古くからの細街路いわゆ

る路地が残されている｡ こうした路地はクリエイティブな人々の想像力を刺激する場として注目されている｡ 本稿で

は､ 中心市街地の路地に着目し､ 路地が新しいまちづくりに果たす役割､ 路地とクリエイティビティとの関係につい

て考察する｡

■キーワード：路地､ クリエイティビティ､ 大名､ ��､ まちづくり

表１ クリエイティブ・クラスの概要

出典：小長谷一之 ｢文献解題｣ (リチャード・フロリダ１)所収)
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する｡ 大名地区は九州随一の商業集積 ｢天神｣ に隣

接し､ 昔ながらの町並みを残した居住空間としての

佇まいと､ 若者に人気のファッション・雑貨・飲食

店､ そして��ベンチャーやクリエイターの活動拠

点が混在した､ 独特な雰囲気の街区となっている｡

２. 路地の定義

本稿では､ 路地を厳密に捉えるのではなく､ 車中

心というよりも人の回遊を主ととらえることができ

る道であるならば､ これを ｢路地｣ と呼ぶことにす

る｡ 換言すれば､ ｢まちなかにある狭い道｣ ｢表通り

や幹線道路のサブシステム的位置づけの道｣ である｡

福岡都心部はふたつのまちから成り立っている｡

商人のまち博多に対し､ 武士のまち福岡天神である｡

博多のまちは､ 16世紀後半の太閤町割に由来する｡

一方､ 福岡天神は､ 関ヶ原の戦い以後､ 黒田藩が城

下町として築いたまちであることが所以である｡ 城

下町は現在の地図と重ね合わせると､ 東は那珂川か

ら西は西公園・大濠公園辺りまでを指すことになる

だろう｡

福岡には､ 城下町時代をルーツとする町並みと街

路が良く残っている｡ いわゆる城下町 (内郭) 区域

外の春吉､ 今泉､ 警固､ 赤坂､ 六本松においても城

下町周辺地区として路地を見出すことができる｡ し

かしながら､ その後の都市の発展や､ 先の大戦から

の復興で大規模な土地区画整理事業が推進され､ 多

くの路地が失われてきた｡ 本稿では､ こうした城下

町の面影として残されている路地を広い意味でとら

えることとする｡

３. 福岡市の特性

福岡市は商業のまちといわれている｡ 路地におけ

る経済活動を考察するにあたり､ まず福岡市の特性

を確認しておきたい｡

福岡市は､ 九州・山口1�500万人のマーケットの

中心として､ 流通機能､ 金融機関は三大都市圏に次

ぐ都市機能を有している｡ 市内総生産 (平成18年度)

は､ 名目７兆1�546億円 (全国シェア1�4％､ 九州７

県シェア16�2％) である｡ 主要指標における福岡市

の九州８県に対するシェア (図１) をみると､ 卸売

業年間販売率 (平成19年) で42�5％､ 国内銀行貸出

金残高 (平成20年) 27�3％となっている｡ また国関

係機関は九州内54機関のうち福岡市に29機関が立地

しており､ 外国公館・経済関係機関は15機関 (うち

アジア地域の関係機関が12機関) が立地している｡

これらのことから､ 福岡市は､ 流通機能､ 金融機関､

行政機関の面で高い都市機能を有していることが分

かる｡

次に産業構造をみてみよう｡ 福岡市の産業政策

＜平成21年度版＞によれば､ 平成18年度の事業所数

69�164､ 従業者数769�900人で､ 市内総生産の94�3％､

事業所数 (平成18年) の90�2％､ 従業者数 (平成18

年) の88�3％を第３次産業が占めている (表２)｡

福岡市と３地方中枢都市 (札幌市､ 仙台市､ 広島

市) を比較すると､ 福岡市は､ ３地方中枢都市と比

べて情報通信業､ 卸売業､ サービス業 (対事業所)

の従業者構成比が高い (表３)｡ また､ 近年の開業

率は全国平均を常に上回る数字をあげている｡ 特に､

情報通信業は平成13年から18年の５年間で､ 事業所

数は4�0％､ 従業者数は22�7％増加している｡

さらに､ 職業という面から見ると､ 専門的・技術
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図１ 主要指標における福岡市の九州８県に対するシェア

出典：福岡市経済振興局２)

表２ 福岡市の産業別事業所・従業者数

出典：平成18年事業所・企業統計より作成
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的職業従事者の割合が他都市に比べて高いことが分

かる (表４)｡ 10都市との比較で､ システムエンジ

ニア (第３位)､ 保健医療従事者 (第３位)､ 法務従

事者 (第２位)､ 経営専門職業従事者 (第３位)､ 音

楽家､ 舞台芸術家 (第３位) となっている｡

少し視点を変えて､ 福岡市の人口推移､ 年齢構成

について見てみよう｡ 福岡都市圏は福岡市を中心に

17市町注１)で構成され､ 人口は240万人を超える｡ こ

れは､ 東京23区､ 大阪市､ 名古屋市に次ぐ人口規模

である｡ 福岡市の人口は､ 国勢調査 (平成17年) に

よると1�401�29人 (全国シェア1�1％､ 九州７県シェ

ア10�5％) を数え､ ｢全国主要都市の将来人口推移｣

(国立社会保障・人口問題研究所) によると､ ほか

の主要都市では今後､ 人口減少が見込まれるのに対

し､ 福岡市の人口成長は今後も伸び続けると予想さ

れている (表５､ 図２)｡

さらに福岡市の年齢構成を見ると､ 平成17年 ｢国

勢調査｣ では､ 15歳から29歳の若者が全人口の22�5

％を占めている (政令市中第１位)｡ 福岡に住む人

の５人に１人以上が若い世代であることが分かる｡

若い世代でも大学・短大を取り上げてみよう｡ 福

岡市には11の大学と９の短大がある｡ 平成21年 ｢学

校基本調査｣ によれば､ 学生数は約７万６千人で､

政令指定都市の中で福岡市は京都市､ 東京 (23区)

に次いで人口1000人当たりの学生数が多い都市となっ

ている (表６)｡

福岡市はアジアとの人の交流も盛んである｡ 平成

15年から19年の５年間で､ 入込観光客数は5�8％増

加している｡ 延べ宿泊観光客数は0�8％減少だが､

外国人延べ宿泊数のうち､ 韓国､ 台湾をはじめとす

るアジアからの訪問者が８割を超えている｡

福岡空港・博多港からの外国人入国者数はあわせ

て70万人で､ 全国的に見ても福岡市は我が国第３の

ゲートウェイといえる (表７)｡ 福岡人の開放的で
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表３ 福岡市と３地方中枢都市との産業タイプ別
従業者数増減率比較

出典：平成18年 事業所・企業統計より作成
注) ３地方中枢都市は､ 札幌市､ 仙台市､ 広島市
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表４ 専門的・技術的職業従事者の比較 (千人当たり)

出典：平成17年国勢調査より作成
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表５ 人口・面積比較

出典：平成17年国勢調査より作成
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図２ 福岡市の人口推移

出典：国立社会保障・人口問題研究所３)より作成

1,500,000

1,420,000

1,440,000

1,460,000

1,480,000

1,500,000

1,360,000

1,380,000

1,400,000

2005´ 2010´ 2015´ 2020´ 2025´ 2030´



自由闊達､ 進取の精神に富む気質は､ こうしたアジ

アとの近接性に理由があるのかもしれない｡

以上のことから､ 福岡市の特性として次のことが

挙げられる｡

� 福岡市は都市機能の集積であり､ 第３次産業中

心の､ 特に情報通信業､ 卸売業､ サービス業 (対

事業所) と専門性の高い職業人が集中している｡

� 専門性の高い職業人､ 大学の充実により知の集

積となっている｡

� アジアに開かれた都市であり､ 多様性や寛容性

が高い｡

４. 路地のまち ｢大名｣ で展開する新しい取り

組み

４.１ 大名というまちの特徴

現在の大名地区は､ 東西南北を幹線道路に囲まれ

たまちである (図３)｡ まちなかを毛細血管がごと

く迷路のような路地が張り巡らされている｡ この路

地を舞台に古い住宅やアパートを改装して､ 多くの

店舗や飲食店が営まれている｡

大名１丁目などは福岡大空襲でも大きな被害を受

けなかったこともあり､ 福岡城下町の特徴である筋

違いの交差､ �字型の交差がよく受け継がれている｡

例えば､ 現在の西鉄グランドホテル前の明治通り�

字カーブ､ 旧紺屋町のジョーキュウ醤油付近の直角

でまがる路地などがその名残である｡ 近世から受け

継がれる町並み､ 戦前戦後に建てられた古い建築物､

集合住宅｡ 近年のオフィスビルやマンション群｡ 中

心市街地でありながらも､ 古さと新しさが混在する

町､ それが大名なのである｡

実は､ 路地を厳密に捉えるならば､ その多くは戦

後の都市計画の流れの中でほとんどが失われたと見

るのが正しい｡ 天神､ 舞鶴､ 大名といった地域は福

岡市の中心市街地であり､ 自動車の通行を主眼とし

た幹線道路と､ 路面電車から地下鉄への整備が進め
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表６ 学校数および学生数

出典：平成21年 学校基本調査より作成
注) 行政人口は平成17年国勢調査による｡
学校数は､ 大学本部の所在地による｡
学生数は､ 在籍する学部・研究科等の所在地による｡
学生数には学部学生のほか大学院､ 専攻科生等を含む｡
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図３ 大名地区の位置関係
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られた中心部であることから､ 大規模な土地区画整

備と道路拡幅が施され現在にいたっている｡

まち歩きで気がつくのは､ 古い町並みや住宅・店

舗と新しいビルとの混在である｡ 幹線道路をつなぐ

道路はセットバックが施された跡が多数みうけられ

る｡ また､ 中心市街地でありながら福岡空港が近接

しているため､ 都心中央において超高層ビルは存在

しない注２)｡ 高層ビルもまれである｡ また､ 大名地

区は､ キャナルシティ博多や博多リバレインのよう

な大規模プロジェクトとはこれまで無縁である｡

現在では多種多様なセレクトショップや路面店の

混在する人気のまち＝大名地区であるが､ 注目を浴

びるようになってから今日に至ってもなお変化を続

けている｡ 1980年代以降の衣料品店の増加や､ エス

テや美容室に象徴されるサービス業の増加は､ 天神

地区の数次の流通戦争による商業機能の高まりの影

響と考えられる｡ 比較的若い世代が､ 商業集積天神

に隣接しながらも比較的安い賃料で､ 身の丈サイズ

で店舗を構えることができたことが大きなメリット

となったのではと考えられる｡ 古い家屋やアパート

を自らの手で改装して店舗とすることで､ 天神のそ

れとは異なるサブカルチャー的商業エリアを築いた｡

こうしたオシャレなファッション､ 雑貨が軒を連ね

るようになると､ こうした感度の高い人々を相手と

する飲食店やブランド店が出店し､ さらにはファン

ドマネーの流入により今日の大名ブランドが形成さ

れていったと考えられる｡ また2000年前後には､ ��

関連ベンチャー企業や専門学校の存在と安い賃料も

あって､ 多数のクリエイターが集積し､ 大名バレー

なる言葉も生まれた｡

そうして人気スポットとして注目を集めたことで､

不動産投資ファンドや中央資本が手掛けるビル建設

が進んだが､ 新規開発物件と出店希望者のニーズに

は大きなズレが生じた｡ 賃料水準､ 広すぎる面積､

そしてターゲット設定が十分でない立地がミスマッ

チを生むことになった｡ この点は､ ｢大名・今泉地

区の住・商空間の変化｣ (九州経済調査協会､ 九州

経済調査月報2007.７) に詳しい｡ まちとしての人

気が出たことで､ おのずと既存物件の家賃水準も上

昇し､ 起業の場としての地位は低下することとなっ

た｡

平成18年事業所・企業統計調査によれば大名地区

の事業所数は2�085事業所 (従業員数20�920人) で

金融・保険業､ 不動産業､ 飲食店・宿泊業､ サービ

ス業 (他に分類されないもの) の占める割合が多い

(表８)｡ また､ 商業集積 ｢天神｣ に隣接する地域で

あることから従業者密度も非常に高い (大名・舞鶴：

55�502人���2､ 天神：98�796人���2 (最大)､ 博多

駅：78�047人���2｡ なお最少は22人���2)４)｡

ところで､ 大名地区は若者のまちともいわれるが､

まちの年齢構成はどうであろうか (図４)｡ 平成17

年の国勢調査をもとに算出すると､ 大名地区の年齢

構成は､ 30代前半以下において福岡市全体のそれと

大きな違いがあることが分かる｡ 20歳未満の世代が

極端に少なく､ 20代後半から30代前半にかけての世
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表８ 福岡市と大名地区の産業別事業所数・従業員数

¬�$G ê��G

ûüö ýþ {� ýþ ûüö ýþ ýþ {�

ÂF� �[���^ C[[�[� ]�[Z� C[[�[� ZCC��[� C[[�[� ][�^][ C[[�[�

UV�F �[ [�C� C [�[� ��� [�C� � [�[�

	F � [�[� [ [�[� ][ [�[� [ [�[�


�F ���C� ���� �] ]�[� ���ZC� ��Z� Z�] ��C�

ª�F ]�C�C ��[� CZ [�^� �����C ��]� CZC [�^�

  
������Ù��O�F C[� [�]� [ [�[� ��]�Z [�Z� [ [�[�

 ���ÄF C���Z ]�]� �� ���� ������ ���� ^^[ ����

�lF C���� ]�]� � [��� ���C�� ���� ]�� C���

 °±�v±F ]]�CC� �C��� �[Z ]���� ][Z�^�� ]��Z� ��[[[ ]��^�

 ¸����F C��^^ ]�[� �� ]��� �[�[�� ���� ]�[�� ^�Z�

�ÊEF ��]^� ��C� C�C ���� ][��[] ]��� C�]^^ ���]�

 �����%�%F C[�Z[] C���� ��^ C��]� �^�^C� ^�^� ���^� CC����

� �û! ��]]] ��[� C[[ ��Z� �Z���� Z��� �Z^ ��Z�

 "#�S$%& ]�]^� ���� ^] ���� �^�^[� ��^� ��] ����

 'þo
p�ÂF �^� [��� � [�]� ���^� [�Z� ]� [�C�

 o
p�F�t¡wxÜÝ()*�� C����] ][��� �^^ ����� C�^��C� CZ��� ���[[ ]]]�[�

 +,�t¡wxÜÝ()*�� ]C� [��� � [�]� ]��^C[ ]�^� �CC ]�[�  
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図４ 大名１・２丁目の年齢構成 福岡市全体との比較

出典：国勢調査 (2005年) より



代が突出している｡ こうした年齢層が厚いのには､

近年の大名地区への出店との間に関係があるのかも

しれない｡ この点は今後の調査課題である｡

４.２ 路地に集まるクリエイティブな人々

1980年代から人気のスポットとなった大名地区は､

今日､ ある種のブランドを形成するに至っている｡

起業の場としても是非はともかく､ クリエイティブ

な人々を引き付ける魅力がそこにあるのは､ 路地の

まちということが大きな意味を持っているのではな

いだろうか (写真１)｡

クリエイティビティとは何かしら価値を創造する

ことである｡ クリエイティブな人々は､ 自ら創造し

たものを表現する場を､ 他者に伝える場を求めてい

るのではないだろうか｡ そうした表現の場は､ 確か

に比較的コストがかからないという点も重要なファ

クターのひとつだが､ それ以上に､ 伝えるのに適し

たスケール感､ コミュニケーションが図れる適度な

距離感が求められていると考える｡ 路地は､ 人が歩

くことが前提であるため､ 当然ながらヒューマンス

ケールが貫徹している｡

路地は､ 地域性があり個性にあふれている｡ その

ため､ 路地ではおのずと自身とは異なったテイスト

との接点が生まれる｡ 価値を創造する人々が､ 互い

に影響を及ぼしあって､ また新たな価値を創造する｡

路地にはそうした仕掛けがあり､ こうしたクリエイ

ティブな人々が集まることによって､ まちが活性化

し､ 知名度が上がり､ 経済的価値も向上するのでは

ないだろうか｡

４.３ 路地での新しい動き

かつて､ 大名バレーと言われたように､ ��関連

のベンチャー企業やデスクトップパブリッシングや

グラフィックデザインなどを手がける����事業

者が多かったといわれている｡ 今日､ こうした��

関連のクリエイティブな人々が､ 形を変えて路地の

まちで活動をはじめている｡

ここでは､ こうしたクリエイティブな人々の展開

事例として ｢���カフェ｣ と ｢大名なう｣ について

取り上げる｡

� ���カフェ

｢���カフェ｣ は､ 	��法人高度��人材アカデ

ミー (���)注３) が��およびその他業種の人材交流

と､ 勉強会・セミナーを中心とした教育活動を行う

拠点的役割を担う場として設立された多目的交流ス

ペースである (写真２)｡ 平成20年 (2008年) ８月､

｢紺屋2023 (福岡市中央区大名1
14
28 第一松村ビ

ル)｣ にオープンした｡ ｢紺屋2023｣ は､ 築約45年の

ビルに様々な業種のディレクターが集う ｢未来の雑
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写真１ 古い共同住宅を利用した店舗 写真２ ���カフェの風景



居ビル｣ である｡ ���カフェは､ 現状､ ��関係の

勉強会やイベントに利用されている｡ 30名程度が入

れば満席となるコミュニティスペースながら､ 利用

料は無料となっている｡ 路地奥の隠れ家的な存在の

���カフェは､ クリエイティブな活動をする人々の

完成を大いに刺激し､ これまで企業内だけでその能

力を発揮していたクリエイティブな人々が､ 所属と

いったものを超えて様々な人々や地域社会との接点

を持ちはじめている｡

こうしたクリエイティブな才能が集まることは､

まちにとってどういう意味を持つのだろうか｡ リチャー

ド・フロリダによれば､ ｢現在､ 国際競争力という

言葉はクリエイティブな才能を集め､ 引き寄せ､ 引

き止める力という意味が中心となっている｣ という｡

ビジネスの中で､ クリエイティブな部分､ 価値を創

造するという点に着目し､ これを高めていくことが

重要だという｡ ���カフェや紺屋2023のほかにも､

博多区上川端の ｢冷泉荘注４)｣ など､ 古い建物を大

切にする考え方の実践 (ビルストック活用) を基本

理念に､ ｢ひと｣ ｢まち｣ ｢文化｣ を大切に思う人た

ちが集まる建物を運営する取り組みがはじまってい

る｡ こうした古いビルでは､ 詩人や画家､ 写真家､

美術家などが入居し､ それぞれがワークショップを

企画するなど文化を外部の人と共有する試みが広がっ

ている｡ 地域の住民や地元商店街との交流が進めら

れることで､ 新しい取り組みやビジネスが生まれる

ことは大きく期待されるところである｡

� 大名なう注５)

｢大名なう｣ とは､ 大名地区で行われる �����	


とリアルメディアの連動企画である (図５)｡ �����	


上でリアルタイムの情報を発信することで､ 来訪者

の増加やまち歩きの回遊性を高める工夫が凝らされ

ている｡ 天神・大名����化協議会が事務局として

運営している｡

平成22年 (2010年) ２月に開催された第一回イベ

ントでは､ 新聞､ ラジオ､ デジタルサイネージとの

クロスメディア連動がテーマであり､ 新聞の号外が

でるなど大きな反響を呼んだ｡ 大名とその周辺地域

(天神・赤坂・警固・今泉) を愛する人たち (お客

様､ 店主､ メディア､ ��関連者など) がそれぞれ

の強みを活かし､ �����	
をはじめとするネットツー

ルを利用して地域の情報を発信していくプロジェク

トを展開している｡

｢大名なう｣ の特徴は､ 参加資格など特になく､

店舗とそのお客様､ 地域とお客様､ 他地域と大名を

結び付けるコミュニケーションの構築に主眼を置い

ている点にある｡ ｢大名なう｣ においては､ 技術が

先ではなく､ あくまで技術はツールとして利用され

ているにすぎない｡ しかしながら､ こうした技術を

上手く利用し､ 今日､ ��技術者のみならず商店主

や来訪者や買い物客一般でも手軽に利用できるよう

になったことは成功要因のひとつであることは明ら

かだ｡

���カフェからはじまった取り組みは現在130店

舗を超える商店が参加している｡ ��技術者だけで

なく､ 企業経営者など多様な才能を持った人々が集

い､ 注目のまちづくりムーブメントとなっている｡

かつて､ こうした商店街や古い町並みにおいては､

組織内に強い紐帯があり､ 得てして排他的になりが

ちであるといわれてきた｡ しかし､ 大名をはじめと

する天神に近接する路地のまちにおいては､ 近年の

まちの変遷とあわせて､ 路地のまちのスケール感､

換言すれば向こう三軒両隣的な関係が､ むしろゆる

やかな紐帯となって､ 地元商店主や運営メンバーの
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図５ ｢大名なう｣ のウェブサイト

出典：
�������������������



良好な関係が築かれることとなり活性化につながっ

たと考えられる｡

５. コミュニケーションを加速するための課題

福岡市は､ 九州・山口1�500万人のマーケットの

中心であり､ 都市機能と知の集積である｡ 専門性の

高い産業や人々が地理的に集中しているだけでなく､

競争と協力を行う機会と場を有している｡

福岡の路地は､ こうした人と人､ 企業と企業､ 人

と企業を結び付ける場としての役割を担っていると

いえるのではないだろうか｡ クリエイティブな人々

は､ 人間味にあふれるヒューマンスケールなまち＝

路地のまちを嗜好している｡

福岡市には､ 中世よりまちが形成されてきた商人

のまち博多地区と､ 近世の城下町としての天神とそ

の周辺地区には路地のまちがある｡ 先の戦争で焦土

と化し､ あるいは再開発の流れの中で､ 多くの路地

は失われたが､ クリエイティブな人々を引き付ける

魅力あるまちはいまだ健在である｡ こうした路地の

まちをクリエイティブな人々を集める場として行き

たい｡

確かに､ まちは変遷する｡ 大名の例のように､ ク

リエイティブな人々を集め活性化したまちも､ それ

が行き過ぎるとクリエイティブな人々の住みにくい

まちとなるおそれがある｡ そうした行き過ぎや街の

衰退を時の流れに任せるのではなく､ コントロール

することもポイントではないだろうか｡

５.１ 人材面での支援を

路地で展開するような中小企業が持続的な発展を

遂げてゆくためには､ 人材を確保し活用してゆける

かが重要となる｡ 少子高齢化が進行している中､ 有

能な人材の確保はこれまで以上に困難になることが

予想される｡ 多様な人材を確保するためには､ 女性

や高齢者といった人材の活用やワーク・ライフ・バ

ランスといった取り組みもさることながら､ 人材面

での支援によって弱点を克服する取り組みも必要だ

ろう｡ 例えば､ 路地の企業へのインターンシップの

推進､ 新現役とその力を必要とする地域の企業のマッ

チングなど､ 雇用・人材支援策の充実を図りたい｡

５.２ 企業同士の連携の支援を

���カフェの事例からもわかるように､ 路地のま

ちでは異業種交流や勉強会が活発に行われている｡

路地のまちは､ そのスケール感から特に中小・小規

模企業間の連携も進めやすいのではないか｡ 異分野

の企業が有機的に連携し､ その経営資源を有効に組

み合わせて新事業活動を行うことにより新たな事業

分野の開拓も図ることができる｡ 行政がそうした企

業が出会う場を設定する､ あるいはマッチングする

役割を担ってはどうだろうか｡

企業間のつながりをうまく活用し､ 高い収益を上

げている企業 (つながり力のある企業) と､ 企業間

のつながりをうまく活用できていない企業 (つなが

り力のない企業) の取り組みに違いがあるのであろ

うか｡ 中小企業白書５)によれば､ ｢つながり力のあ

る企業は､ つながり力のない企業と比べて異業種交

流会等に積極的に参加している｣ (��105) としてい

る (図６)｡ 路地のまちを舞台に､ 異業種交流をぜ

ひとも進めたい｡

５.３ 住民と路地を守る

大名の変遷を考えるとき､ 行き過ぎたファンドマ

ネーの流入は､ クリエイティブな人々の退場を促す

ことになるだけでなく､ 地域の住民をも追いやる結
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図６ 企業の交流活動等の状況
～つながり力のある企業は､ つながり力のない企業と比べて

異業種交流会等に積極的に参加している～

出典：2010年版中小企業白書

資料：中小企業庁委託「取引ネットワークに関する調査」（2009年12月、（株）三菱総合研究所）、
　　　一橋大学産業・金融ネットワーク研究センター委託「取引ネットワークに関する調査」（2009年12月、（株）帝国データバンク）
（注）　1．ここでいうつながり力のある企業とは、「過去３年間の業績の変化（営業利益）」で「増加」又は「やや増加」と答え、かつ「過

去10年間の取引先数の変化」で販売・受注先の取引先数が「増加」又は「やや増加」と答えた企業をいう。
　　　2．ここでいうつながり力のない企業とは、「過去３年間の業績の変化（営業利益）」で「減少」又は「やや減少」と答え、かつ、「過

去10年間の取引先数の変化」で販売・受注先の取引先数が「減少」又は「やや減少」と答えた企業をいう。
　　　3．複数回答であるため、合計は必ずしも100にならない。
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果を招くことにはならないだろうか｡

逆に､ 路地がクリエイティビティにとって重要な

要素であったとしても､ 路地は様々な課題を抱えて

いることも事実である｡ 安易にすべての路地を良し

とはできない｡ 例えば､ 建物の建て替えが難しい点

や､ 防災面での不安などもある｡

今､ 大名から今泉､ 春吉といった地域にも人々の

関心は移っている｡ 路地のクリエイティブティを引

き寄せる要素を見守りつつも､ 地域の住民との関係

や新しく入ってくるモノたちと良好なコミュニケー

ションを築いて行けるようコーディネート力が求め

られるのではないだろうか｡

６. まとめ

これまでの日本は､ どこか新しいものが尊ばれる

という文化があった｡ 明治維新しかり､ 戦後の復

興､ 高度成長しかりといった具合である｡ 古い文化

を否定し新しいものに置き換えてゆく考え方が､ こ

れまでの日本を支えてきたといっても過言ではない

だろう｡

今日､ 路地や古い建物といったものに高い付加価

値を見出す動きが興っている｡ これは､ アンチ合理

性やノスタルジーという言葉だけでは説明できない

ものである｡ 路地での店舗展開は経費負担面でのメ

リットだけでなく､ 自分なりのテイストで好みのス

タイルを表現することができるという点も大きい｡

個性的な店舗が集まることで､ さらにまちの求心力

が高まってゆく｡ こうして洒落た路地が商業空間と

してにぎわいを形成したのが大名というまちではな

いだろうか｡

ところが､ 一見､ 華やかに見える大名のまちも､

今日､ 一時の勢いが衰えているかのように見える｡

近年､ 大名が注目されるにしたがって､ 新規開発の

商業ビル､ マンション､ オフィスの供給が積極的に

進められたてきた｡ このことが大名の独特な個性を

希薄化し､ 今泉や警固といった地区へのテナント流

出､ クリエイティブな人々の離反を招きはじめてい

る｡

路地のまちのにぎわい低下は､ 地域経済の危機に

直結する｡ こうした危機を回避するためには､ まず､

市民がまちの特性を再認識すべきである｡ これまで

｢大名｣ というブランドを支えてきたものは､ 地域

の ｢人｣ である｡ 昔からの商業地として今日の大名

を創って来た人々､ この土地を守り続ける住民と､

個性的な店舗を営む若い世代をはじめとする人々が

一緒になって積極的に取り組む必要がある｡

今日､ 私たちの生活に不可欠となった��技術の

普及 (インターネット､ 携帯電話､ 携帯情報端末な

どとそれらをインフラとしたサービスの普及) は､

これまでのコミュニケーションのあり方にも大きな

影響を与えた｡ 時間と距離が関係ない世界が急速に

広がり､ 世界は確実に均質化へと向かっているとい

われる｡ しかしながら､ ��が進展すればするほど､

リアルな場でのコミュニケーションの重要性が高ま

るとは考えられないか｡

クリエイティブな活動が､ まちづくりに果たす重

要なポイントは､ その才能を生かす機会と場を提供

することにある｡ 路地というスケール感が､ フェイ

ス・トゥ・フェイスでのコミュニケーションを加速

し､ さらなるビジネスの連携や､ 新しい価値を創造

することにつながる｡ 路地におけるクリエイティブ

な取り組みが､ まちににぎわいをもたらす｡ 路地と

クリエイティビティの関係性を考察にいれたまちづ

くりを提案する｡

注釈

注１) 福岡市､ 筑紫野市､ 春日市､ 大野城市､ 太宰府市､

那珂川町､ 古賀市､ 宇美町､ 篠栗町､ 志免町､ 須恵町､

新宮町､ 久山町､ 粕屋町､ 宗像市､ 福津市､ 糸島市

福岡都市圏 (福岡都市圏広域行政事業組合)：
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注２) 大阪航空局：お知らせ 空港周辺における建物等設置

の制限
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注３) ���法人高度��人材アカデミー
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注４) 福岡市博多区上川端町で築51年を迎える昭和のレト

ロビル｡ 有限会社吉原住宅とスペースＲデザイン株式

会社がプロデュースしている｡

注５) 大名なう ����������� ���	
���
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